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朝日新聞（2018 年 10 月 4 日付け）より転載

朝日新聞（2018 年 10 月 26 日付）より転載

ひと
旧満州からの日本人引き揚げを描いた中国人画家

5

王
↑
奇茫希 さん(58)

「
絵
の
中
の
彼
ら
を
、
ふ
る
さ
と
に

送
り
返
す
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

旧
満
州
の
萌
彊
島
（
現
・
中
国
遼
寧

省
萌
彊
島
）
か
ら
戦
後
の
混
乱
の
中
で

帰
国
す
る
人
々
を
描
い
た
「
一
九
四
六
」

が
、
舞
鶴
引
揚
記
念
館
（
京
都
府
舞
鶴

市
）
で
12月
2
日
ま
で
展
示
さ
れ
る
。

東
洋
の
墨
絵
と
西
洋
の
油
絵
を
融
合

さ
せ
た
独
特
の
画
風
で
三
国
志
や
国
共

内
戦
を
描
き
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き

ii，ヤ心
i

玲
4

分・月

ふ心

た
。
日
本
人
の
苦
難
を
テ
ー
マ
に
選
ん

だ
き
っ
か
け
は
8
年
前
。
母
親
の
骨
箱

を
抱
え
た
子
供
ら
の
写
真
を
、
ネ
ッ
ト

上
で
偶
然
見
つ
け
た
。

萌
彊
島
に
近
い
遼
寧
省
錦
州
の
出

身
。
幼
い
頃
に
聞
い
た
、
日
本
人
の
引

き
揚
げ
の
話
を
思
い
出
し
た
。

日
本
に
よ
る
侵
略
被
害
を
強
調
す
る

中
国
で
は
、
日
本
側
の
被
害
の
歴
史
は

敏
惑
な
テ
ー
マ
。
「
敵
国
の
子
じ
ゃ
な

い
か
」
と
迷
っ
た
。
だ
が
1
年
間
、
子

供
た
ち
の
姿
が
頭
に
浮
か
び
、
声
が
聞

こ
え
る
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。
「
彼
ら

も
戦
争
の
被
害
者
」
と
思
い
立
ち
、
歴

史
を
調
べ
て
制
作
を
始
め
た
。

「
自
分
も
引
き
揚
げ
者
の
行
列
に
い

る
」
よ
う
な
意
識
に
な
る
ほ
ど
没
頭

し、

3
年
半
か
け
て
完
成
。
横
20店、

縦
3
認
の
画
面
の
中
で
乗
船
を
待
つ
約

5
0
0人
の
老
若
男
女
は
、
探
し
集
め

た
写
真
の
人
々
が
モ
デ
ル
だ
。

舞
鶴
の
高
校
生
へ
の
講
演
で
「
戦
争

に
勝
者
は
い
な
い
。
今
の
平
和
を
み
ん

な
で
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
語

り
か
け
た
。
次
の
テ
ー
マ
は
ユ
ダ
ヤ

人
。
共
感
と
慈
愛
の
ま
な
ざ
し
は
、
国

境
も
歴
史
も
超
え
て
い
の
ち
を
見
つ
め

続
け
る
。
文
・
平
賀
拓
哉
写
真
・
槌
谷
綾
二

戦時の性暴力を描く映画「太陽がほしい」で受賞を重ねる

心班
チョンイ ー

忠義 さん(60)

「
太
陽
が
ほ
し
い
」

。
日
中
戦
争

中
、
真
っ
暗
な
部
屋
に
監
禁
さ
れ
て
旧

日
本
軍
兵
士
に
強
姦
さ
れ
た
中
国
人
女

性
が
発
し
た
言
葉
だ
。
監
督
と
し
て
、

そ
ん
な
タ
イ
ト
ル
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
を
撮
り
、
戦
時
の
性
暴
力
被
害
を
受

け
た
彼
女
た
ち
の
人
生
を
描
い
た
。

当
時
を
知
る
元
日
本
兵
5
人
も
登
場

す
る
作
品
は
今
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
際
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
映
画
祭
な
ど

海
外
の
映
画
祭
で
四
つ
の
賞
を
受
け

た
。

「
事
実
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
人
間

性
を
失
う
の
が
戦
争
で
す
」

中
国
遼
寧
省
生
ま
れ
。
14
歳
の
と

き
、
大
陸
に
残
さ
れ
た
中
国
残
留
婦
人

に
出
会
い
日
本
語
を
習
っ
た
。
日
本
の

映
画
に
魅
せ
ら
れ
、

29歳
で
日
本
に
留

学
。
残
留
婦
人
の
支
援
活
動
を
し
た
。

1
9
9
2年
、
集
会
で
旧
日
本
軍
か

ら
性
暴
力
を
受
け
た
と
い
う
中
国
人
女

性
の
証
言
を
聞
い
た
。
現
地
を
訪
ね
る

と
、
心
身
に
瘍
を
負
い
、
中
国
政
府
か

ら
も
顧
み
ら
れ
ず
衣
食
住
に
困
る
女
性

た
ち
が
い
た
。
以
来
、
日
本
で
寄
付
を

募
り
、
生
活
・
医
療
費
を
毎
年
、
届
け

ん

る。

9
省
約
1
0
0人
を
支
援
し
た
。

-．"

寄
付
者
へ
の
報
告
の
た
め
に
始
め
た

n
 

／
 
贔
，、

撮
影
が
20年
に
及
ん
だ
。
い
ま
は
広
島

県
に
住
む
。
資
金
は
な
い
。
日
本
人
の

妻
子
ら
に
支
え
ら
れ
、
約
8
0
0人
の

カ
ン
パ
で
映
画
を
完
成
さ
せ
た
。

日
本
人
で
あ
る
残
留
婦
人
と
中
国
の

性
暴
力
被
害
者
。
国
を
超
え
、
戦
争
が

女
性
に
犠
牲
を
強
い
る
歴
史
を
見
据
え

て
き
た
。

「
今
後
も
社
会
が
無
視
あ
る

い
は
忘
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
闇
に
光

を
あ
て
る
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」

文
・
大
久
保
真
紀
写
真
・
角
野
費
之
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1 
 

中国語の絵物語『鑑真和尚』に想う 
陳 寛 

 
 先月、上海人民美術出版社 1981 年 4月第 3版の絵物語『鑑真和尚』を手にした。『李白』・

『白居易』・『王安石』等歴史的人物を主人公にした絵物語中の一冊だ。縦 9㎝横 12㎝厚み

0.4 ㎝の小型サイズもので、簡単に見終えられるのだが、目を患っていた私は、小文字を嫌

って見ようともしなかった。8月中旬の施術後に、視力が落ち着いてきた9月半ばのある日、

何気なく『鑑真和尚』を手に取ってみた。読み始めるや一気に読み進み、日本留学僧栄叡

が亡くなった件を読むに至っては知らず識らず熱い想いが込み上げてきた。 

 実を言うと私は 1980 年 4 月、今は亡き中国佛教協会会長趙樸初氏の下でご縁あって唐招

提寺 81 世森本孝順長老の「鑑真和上坐像お里帰り展」に参加して秘書兼通訳を務めること

前後一月半。この間、鑑真和上像に対して“生きておわすがごとくお仕えする” 長老の真

摯なご様子を目の当たりにし深く感銘を受けていた。翌 5月 11 日長老と二人で北京から広

州へ飛び、広東省肇慶市の小山にある『日本入唐留学僧 栄叡大師記念碑』に御参りした

時のことだ。“参るのが遅すぎました！ 長い間異国にお一人で寂しい思いをさせてしまっ

た御無礼をどうぞお許しください…”と両手を地について嗚咽が漏れるほど涙された森本

長老のお姿が脳裏に浮かんだのだ。 

森本長老が 1978 年 10 月唐招提寺を訪れた鄧小平氏の快諾と同意の下、その 1 年半後つ

いに積年の悲願であった「鑑真和上像お里帰り」を達成されことは 対日関係の仕事に携

わっていた私には昨日のように思え、当時の盛況がまぶたに浮かぶが、鑑真和上が 11 年も

の艱難を経て、両眼の失明に至るも 6 度目にしてようやく日本に辿り着き、戒律の伝授・

経典の講釈・仏堂建築・薬草鑑別・疾病治療等に身を投じられたことは、今の若者にはさ

ほど知られていないのではないか。こんな思いを抱き始めた私は、日本語の学習材料にと

和訳を始めた。完訳後は、この絵物語に日中二か国語を添えれば、学習の材料となり、同

時に日中文化交流の偉大な先駆者である鑑真和上の功績が再認識されるのではないかと思

うに至った。私のこの考えには京都壬生寺貫
かん

主
す

松浦
まつうら

俊
しゅん

海
かい

師
し

（唐招提寺第 85世元長老）と奈

良唐招提寺第 88 世現長老西山明彦
にしやまみょうげん

師ほか多数の方々の御賛同を戴いており、目下本書の出

版社である『上海人民美術出版社』に二か国語同時出版のためのご協力を懇請していると

ころである。 

 本年は日中平和条約締結 40周年という記念すべき年である。現代に生きる私たちは、日

中友好と文化交流の偉大なる先駆者鑑真和上に学ばなければならない。この訳書が出版さ

れて少しでも読者のお役に立つ事になれば幸いである。 

 

 2018 年 10 月６日 鑑真和上の命日の日に 

              

（ちぇん・くわん女史：1940 年東京で生れる。本籍台湾。高校卒業後大陸に渡る。1964 年

北京廣播学院（現中国傳媒大学）卒業。中国対外友好協会・石炭工業省で対日関係の仕事

に従事。1990 年退職後来日｡1992‐2007 年福井大学・福井医科大学で教鞭を執る） 

中国語の絵物語『鑑真和尚』に想う

陳寛
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中国語絵物語 『鑑真和尚』の表紙
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鑑真は日本の留学僧・栄叡の亡骸に向かって 「あなたの願望を必ず果たします」

いる場面

と誓って
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古代における渡来人の活躍 
――拙著『ディアスポラ、高麗

こ ま

への道』刊行に寄せて―― 
 

岩下 壽之 
 

■自著『ディアスポラ、高麗への道』について 

先月（９月）、『ディアスポラ、高麗への道』（鳥影社）を刊行した。「遣唐使三部作」の

最終巻『定恵、百済人に毒殺さる』を上梓してから三年ぶりである。この間、古代朝鮮へ

の思いは増幅し続け、ついに今回は「渡来人」と呼ばれる古代の朝鮮半島からの移住民、

亡命者を「ディアスポラ」の視点から明らかにすることにした。論じるのではなく描き出

すことにしたのは、史料の少ない古代の生活を再現するには「小説」という形が最もふさ

わしいと思ったからである。この点ではこれまでの創作活動の継承でもある。 

今回の作品『ディアスポラ、高麗への道』は歴史小説と私小説を融合した「歴史私小説」

ともいうべき新しい工夫を凝らしている。これが成功したかどうかは読者諸氏の判断を待

つしかないが、従来の歴史小説が置き去りにしていた作者の内面を同時に解明したいとい

う欲求を捨てがたく、時空の枠を取り払い、大胆な構成のもとにその両者を結びつけよう

と図った。歴史上の人物である高麗王若光
じゃっこう

を追い求めつつ、追い求める「私」はいったい

いかなる存在なのかを究明したかったのである。 

高麗王若光は古代の東国において「高麗
こ ま

郡」を建郡した（７１６年）際の実質的なリー

ダーだったと思われる高句麗出身の王族である。列島に渡って来て二年後に祖国は滅び、

倭国への残留を余儀なくされた。埼玉県の日高市にある「高麗神社」はこの若光が祭神で

あり、代々高麗家が宮司を務めて現在六十代目である。東国は渡来人が開いたと言っても

いいぐらい半島からの渡来人が多く住み着いた地域である。高句麗出自の「高麗人
こ ま び と

」だけ

でなく、百済や新羅からやって来た人々も大勢いた。彼らは進んだ文化を古墳時代の日本

にもたらし、畿内だけでなく、東国に移配されて遅れていた東国の開発、文明化に大きな

貢献をした。漢字、儒教、馬、鉄、養蚕、須恵器等の先進文化はいずれも半島からの渡来

人が列島にもたらしたもので、わが国の古代の文化や政治は渡来人なくしては成り立たな

かった。 

このような渡来人、特に高句麗出身の「高麗人」に私が惹かれるのは、６６８年に滅亡

した高句麗の都が平壌にあり、この地で私の父が戦病死しているという事実に図らずも思

い至ったからである。「戦病死」」とはいっても実際に戦って死んだわけではない。大連に

古代における渡来人の活躍

拙著 『ディアスポラ、高麗への道』刊行に寄せて

岩下壽之

口自著 『ディアスポラ、高麗への道』について



― 122 ―

2 
 

住んでいた私の一家は終戦の１９４５年の１月に母が現地で病没し、四か月後には銀行員

だった父が「根こそぎ動員」で応召、そのまま還らなかった。四十歳の父が極寒のシベリ

アでひと冬越し、翌年病弱者として北朝鮮のソ連軍収容所に逆送され、そこで死んだこと

は、戦後三年経った引き揚げ先の長野県佐久で知った。遺骨はむろんない。が、この収容

所からの生還した日本人たちは戦後落ち着いてから戦友会を組織し、収容所の実態を丹念

に掘り起こして一書にまとめた。私の父は逆送された同年９月２８日に死亡したことが「戦

病死公報」に明記されている。コレラの集団感染の犠牲になったらしい。享年四十一歳だ

った。 

 

■古代の日朝関係 

 半島からの渡来人の流入は、今の状況から論じるとおかしなことになる。古代には国境

という概念はなく、人々は自由に他郷、他国と往来、移住していた。日本海は「北ツ海」

と呼ばれ、朝鮮半島と列島との間に横たわる内海のような存在で、現在の山陰、北陸は大

陸との主要な交通ルートだった。日本海沿岸は「裏日本」どころか当時は「表日本」で、

太平洋側はわずかに伊勢から相模に通じる沿岸航路があるにすぎなかった。 

 縄文時代初期（４世紀）からすでに大勢の渡来人が列島に来ているが、彼らにとっては

「他国に行く」という意識ほとんどなく、より生活のしやすい場所を求めての国内移住の

ような感覚だった。半島の南部沿岸には百済、伽耶
か や

（小国分立、「加羅
か ら

」とも。５６２年に

新羅が併合）、新羅などの王国が成立していたが、住民は政治的な枠組みからは比較的自由

で、国外への移住も制限されているわけではなかった。同様に半島の南部沿岸には日本人

（「倭人」と称した）も大勢移り住んでおり、「北ツ海」を囲んで同一の文化圏を形作って

いた。（近年、旧百済地方で日本独自の小型の前方後円墳が十数基発見されたが、列島から

移住した現地の倭人高官らのものという説が有力である。） 

現代史には「政経分離」という言葉があるが、古代の東日本は完全な「政文分離」で、

政治と文化は別次元の出来事だった。日本と新羅は政治的には仲が悪い時期が多く、日本

は新羅を朝貢国にしようと何度も出兵しているが、民間人はそんなことにはお構いなく自

由に「北ツ海」を渡って往来していた。正式な国家使節は筑紫の大宰府を窓口としたが、

民間人は対馬海流に乗って山陰から北陸の「津」に気軽に上陸した。日中間には東シナ海

が横たわっていたので航海技術の未熟な民間人には往来は難しかったが、朝鮮半島からは

対馬を挟んで列島は指呼の間にあったので、さしたる困難もなく到着できた。 

半島からの渡来人は５世紀の応神・仁徳朝から雄略朝前後の６世紀前半に最盛期を迎え

る。また、半島が動乱に包まれる７世紀後半には百済や高句麗の滅亡もあって亡命者が大

口古代の日朝関係
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勢列島に押し寄せる。５～６世紀の渡来人は「今来
い ま き

の才伎
て ひ と

」と呼ばれ、先進技術や知識を

有する人々が多かった。そうでなくても朝鮮半島は日本より数段上の文化、文明の先進国

だった。それなのになぜ後進国の列島に移住して来たのかは謎の部分が多い。祖国の戦乱

（小紛争）を避けるため、飢餓や飢饉から逃れるため、気候温暖な南方に古代中国の徐福

伝説に見られるような「蓬莱島」を夢見た道教の影響など、いろいろな説がある。が、私

見では「倭人の寛容性」にその根源があるような気がする。むろん、当時の日本人にとっ

ては新技術や新知識は国家発展に欠かせなかった。が、そんな実利的な目的以外に、「去る

者は追わず、来る者は拒まず」式のおおらかな民族性があったのではないかと思う。 

 

■古代における東国 

 東国とは現在の関東地方よりやや広く、今の山梨県まで含む。この地方は朝廷のある大

和から見ると僻遠の地で、その支配が間違いなく及んでいる東の果てだった。東国から北

は陸奥（東北地方東部）、出羽（東北地方西部）の国で、「蝦夷
え み し

」と呼ばれる異民族の住む

地で、形式的には大和政権に属したもののなかなか臣従せず、服属させるのに苦労した地

域だった。 

 東国の中心地は上野
こうずけ

（現・群馬県）、下野
しもつけ

（現・栃木県）で、信濃から東に伸びた東山道

がここを通って常陸
ひ た ち

の国（茨城県）へと続いていた。東海道は相模の国から三浦半島に延

び、走
はしり

水
みず

（現・浦賀水道）を渡って上総
か ず さ

の国へとつながっていて、現在の東京（東京湾西

部）は含まれていなかった。東海道は一部海の中だったのである。現在の東京都と埼玉県

を含む武蔵の国は東国でも最も開発の遅れた地域で、特に南武蔵は海辺は湿地帯、内陸は

いわゆる「多摩の横山」が東西に這っている人の住めない原野だった。武蔵の国は東海道

ではなく東山道に属し（律令時代の「畿内七道」の七道は国道だけでなく、行政区域も表

していた）、東海道に移管されたのは奈良時代の後期になってからである。武蔵の国の国府

は現在の東京都府中市にあったので、後に東山道から分かれる「武蔵
む さ し

路
みち

」が作られ、準国

道扱いになった。 

 この東国と呼ばれた地域は都人にとっては異界同様の未知の国々だったが、上毛
かみつけ

野
の

氏や

下毛
しもつけ

野
の

氏といった在地の古い豪族たちは早くから大和政権に服従し、東国支配の現地の元

締め役として活躍した。その地位はやがて「国造」から律令期の「郡司」に格上げされた

が、新制度に不満を持つ旧国造系の豪族の反乱は奈良時代以前にはしばしば起こっている。

また、陸奥における蝦夷の反乱は日常茶飯事で、そのたびに中央から討伐軍が派遣され、

そのための物資や人員の提供を余儀なくされた。東国はこの東北地方の蝦夷征服に欠かせ

ない物資と人員の兵站基地として重視されたのである。 

口古代における東国
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 ７世紀後半の朝鮮半島での戦乱は大勢の亡命者や移住者を列島にもたらした。畿内に収

容し切れなかった朝廷は積極的に彼らを地方に、特に東国に送り込んだ。広大な平野を抱

えてまだ未開拓地の多かった東国は、開墾のために大勢の入植者を必要としていた。渡来

人は灌漑土木には優れた技術を持っており、鉄や馬の生産にも秀でていた。彼らの技能は

東国開発に役立っただけでなく、朝廷の蝦夷対策でも重要な役割を担い、一石二鳥の効果

を生み出す黄金の卵だった。 

 当時の東国にどれほどの渡来人が住み、東国全体の人口に占める割合がどれぐらいだっ

たかは不明だが、「国」を構成していた「郡」の数、「郡」を構成していた「郷」（初期は「里」）

の数は判明している。一郷は５０戸からなり、一戸は平均１５名である。渡来人の郡は高

句麗滅亡（６６８年）後間もなく甲斐の国に「巨
こ

麻
ま

郡」、また、奈良時代初めには上野の国

に渡来人を中心とした「多胡
た ご

郡」を作り（７１１年）、武蔵の国の入間郡を割いて「高麗郡」

を置いた（７１６年）。奈良時代中期には武蔵の国に「新羅郡」も出来た（７５８年）。こ

れらから見ても東国各地には渡来人が大勢住んでいたことは明らかである。百済人や新羅

人、高句麗人を東国に移配したという人数付きの記事は『日本書紀』と『続日本紀』だけ

でも１２か所出て来る。東国は古墳の宝庫でもあるが、そこからも渡来人の存在を窺わせ

る器物がたくさん出土している。「東国は渡来王国だった」という言葉もあるぐらいで、漢

字を使いこなせた渡来人が初期の中央政界でも活躍したことと合わせて、古代の日本文化

は渡来人なくしては成り立たなかったと言っても過言ではない。 

 

■古代から現代への警鐘 

 ひるがえって現在の東アジアの情勢を見てみよう。第二次大戦後は欧米流の近代国家理

念がアジアにも持ち込まれ、国家という強固な単位が国民を縛り、自国優先が至上命令と

なった。国家は隣国との国境を明確にし、国民たるものの資格を規定し、国籍という名の

戸籍を作り、一人一人が気軽に移動し、どこにも住めるという居住の自由を厳しく制限し

た。このような国家第一主義は等しく近代の所産であり、そこから生まれた国境や国民、

国籍といった人工的で作為的な枠組みが古くからある伝統的な価値や理念を追い払ってし

まった。文化の基盤となる言語や宗教さえ国家管理に委ねられ、固有の制度や風俗、習慣

が弱められ、または衰微していく過程をいま我々は日常的に目にすることができる。 

 これは果たして文明の進歩だろうか。前述したような古代おける「北ツ海」を挟んだ日

朝両民族の自由な移動は、現在では想像すらできない。あのころは人々は「人間」として

平等対等であり、どこにどうやって住もうと「公」の干渉を受けることはなかった。国家

らしきものはあったが、それは人々の自由を制限するものではなく、徴税という国家財政

口古代から現代への警鐘
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確立のための戸籍の役割しか持たなかった。東アジアは完全なボーダーレス社会で、政治

上の対立はあっても民間人は自由に海を渡っていた。亡命や難民は珍しくなかったし、彼

らを不当に差別したり追い払ったりということもなかった。人種や民族の違いは全く問題

にならなかったのである。今よりはるかに人間の尊厳が重んじられていたと言ってもよい。

人間である限りどこでどうやって住もうと自由であり、困窮した人間には救いの手を差し

伸べることはごく当たり前の行為だった。 

 昨今の国家優先、自国第一主義がもたらした弊害は、ヨーロッパの難民問題、アジアの

国家権力の肥大化と独裁化、移民の国であるアメリカ合衆国における人種差別問題等の深

刻な問題を生み出している。「近代の行き詰まり」とよく言われるが、これは自ら求めた理

念から手痛いしっぺ返しを食らっているようなものである。「現代の混迷」の責任は文明化

された人間そのものの側にある。組織は放っておくと無限に肥大化する。現代の国家が抱

えている内憂外患は、実はこの肥大化しすぎた組織や制度のもたらした負の遺産である。

さまざまな桎梏や束縛のもとで人々は息苦しさを感じている。それを合法的に解消する手

段が見い出せなくて、過激な思想や行動に走る。人々の生活は昔に比べれば確かに豊かに

なった。が、まだまだ貧困にあえぐ人々は億の単位で地球上に存在する。富の偏在は社会

不安を生み出している要因の一つであり、これの解消こそ現在の国家が最優先して取り組

むべき課題である。しかし、それ以上に大事なのは往来の自由、行動の自由、居住の自由

といった基本的人権の超国家的な保障である。 

 古代、家族は別にして、人間の社会的な生存に欠かせない最小単位は民族だった。各民

族は固有の言語と宗教を持ち、その間に優劣の差はなく、互いに尊敬し合っていた。国家

権力といえどもそれに干渉することはなく文化は政治権力の埒外にある絶対的な価値を有

する〝生活そのもの〟だった。民族の移動や混住によって自然淘汰的に言語や宗教が衰え

消滅することはあっても、国家権力が掣肘
せいちゅう

を加えることはなった。が、現代ではこの古代

の叡智ともいうべき不文律があちこちで脅かされている。古代を学ぶことは、真の平和は

どこから来るかを考える貴重なヒントを与えてくれる。      

 

（いわした・としゆき：1939 年、豊中市で生まれる。幼年期を大連、少年期を長野県佐久

市で過ごす。高校教員を経て 2000 年から中国の大学で日本語教師を務める。『大連だより

―昭和十六年～十八年・母の手紙』など大連三部作で第 17回山室静 佐久文化賞を受賞） 
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方正
ほうまさ

日本人公墓が私たちに問いかけるもの 

――「方正友好交流の会」へのお誘い―― 
1945 年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963 年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ４５００人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、400 数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984 年に建立され、この方正の地にあります） 

 この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は１９９３年に設立され、２００５年６月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。 

 

個人会員 一口 １,０００円  団体・法人会員 一口 １０,０００円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

方正友好交流の会 
101－0052 東京都千代田区神田小川町３－６（社）日中科学技術文化センター内 

電話 03ー3295ー0411 FAX 03―3295－0400 E-mail：ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130―5―426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス：http:/www.houmasa.com/ 

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

「方王友好交流の会」へのお誘い

1945年の夏、ソ連参戦と続く 日本の敗戦は、 旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えま した。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のも とまでいき、中国政府よって「方正地区H本人公墓」が建立されま した。 中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、 日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。 日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、 この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り趣えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は19 9 3年に設立され、 2005年6月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。

個人会員ーロ 1,000円 団体。法人会員ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方王友好交流の会

1([])1-([])([])52 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日 中科学技術文化センター内

電話 ([])3-3295-([])411 野立([])3-3295-([])4([])([]) 国maii: ohmi@jcsも。OI。jp

郵便振替口座番号 ([])([])13([])-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

H巴アドレス： hももp:/www。ho1Lllmasa。COmJ
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≪報告≫       ありがとうございました！ 

前号の会報 26 号入稿後、2018 年 4 月 27 日以降にカンパをお寄せいただいた方、また新

たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受取った順に記載しました。2018 年月 12 月 5 日現在） 
村杉正洋 林郁 川合継美 渡辺保雄 NP0 法人みんなの家・奥田俊夫 篠田欽次  

遠藤勝男 山内良子 榎戸吉定 清嶋一順 野田尚道 肥後茂樹 芳村晶好 伊藤すみ江 

伊藤眞理子 近藤喜一郎 佐藤喜作 遠藤滋 田澤仁 新宅久夫 竹井成範 渡辺一枝 

丸山竹嘉 下山田誠子 亀山英雄 石橋辰巳 神田秀一 小倉光雄 松島赫子 杉山秀子 
㈱大可国際医療グループ 中村静枝 高田京子 NPO 法人中国帰国者・日中友好の会  
鵜沢弘 宮本アジア研究所 鈴木敏夫（杉並）加藤毅 石田和久 依田高明 手塚登士雄 

茅原占三 篠原國雄 野崎朋子 江藤昌美 木村護郎クリストフ 藤原作弥 田村正篤 

篠原淳子 小関光二 高橋守男 金成敬子 藤原敏子 小出公司 広田彰夫 及川淳子 

木村美智子 島隆三郎 鈴木幸子 小坂井和夫 樋口貴毅 佐藤千栄子 矢吹晋 千島寛 
高橋健男 光川澄子 十時哲哉 加藤文子 鈴木春夫 中澤道保 杉田春恵 慈氏周豊 

藤村光子 名取敬和 望月信隆 芳賀英吾 阿石定子 小林淨子 木戸冨美江 寺本康俊  
久保和男 町田忠昭 田中正昭 大浜敏夫 松本莉恵 末広一郎 初岡昌一郎 丹野雅子 

加藤まり子 掛谷敏男 松村満美子 橒澤仁 山内るり 近藤耀子 藤井盛 小池イヨ子  
乃村晃 さいたま市大宮日中友好協会 鳥島せい子 姫田光義 矢野光雄 柳瀬恒範  
牧野八郎 新谷陽子 岩間孝夫 矢島敬二 芹澤昇雄 山川梅子 貞平浩 黒岩満喜  
西嶋拓郎 高嶋正文 千田優子 富田恵子 野田邦雄 内山則男 藤勝徳 山口直樹  
毛利孝雄 田篭千代吉 永沢利一郎 阿部則司 大里浩秋 妹尾富澄志 橋本聰 川北至

田平正子 宮城恭子 村田吉隆 永山峰子 野中酉夫 栗原彬 上西隆全 甲斐国三郎 

佐々木啓之 横井幸夫 田中佐二郎 中井詔太郎 土川克広 湯本信幸 名取敬和  
岡本洋子 中島茂 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

書籍案内を兼ねた編集後記 大類善啓 

『滿洲分村移民を拒否した村長 佐々木忠綱の生き方と信念』大日向悦夫著 

 周知のように滿洲への移民は国策として進められた。とりわけ、ある時期からは村など

の地域単位で満洲へ渡る「分村・分郷」という形で進行していった。国や県などが市町村

などに対して移民させる人数を割り当て、半ば強制的に渡満させた。 
 国家の政策に逆らうことなど、戦前の帝国主義的な国家体制でできるだろうか。戦前に

おいて、国の政策に反旗を翻すということは、自分の地位どころか、場合によっては命と

引き換えになることだってあるのだった。ところがここに、自らの良心に基づいて分村を

拒否した村長がいたのだ。その名は、佐々木忠綱という人である。近年、分村計画を拒否

した村長がいた、ということは聞いていたが本書は、その人、佐々木忠綱の生き方と信念

を明らかにした。 
 長野県下伊那郡大下条村（現在、阿南町）の村長として、滿洲への分村移民を県政府か

ら迫られた佐々木は、滿洲農業移民地視察団に参加して現地を見た。そこで見たのは、耕

<報告> ありがとうございました！

村杉正洋林郁川合継美渡辺保雄籾印法人みんなの家。奥田俊夫篠田欽次

遠藤勝男 山内良子榎戸吉定清嶋一順野田尚道肥後茂樹芳村晶好伊藤すみ江

伊藤翼理子 近藤喜一郎佐藤喜作遠藤滋 田澤仁新宅久夫竹井成範渡辺一枝

丸山竹嘉下山田誠子亀山英雄石橋辰巳 神田秀一小倉光雄松島赫子杉山秀子

隊大可国際医療グループ 中村静枝 高田京子詞PO法人中国帰国者。日中友好の会

鵜沢弘宮本アジア研究所鈴木敏夫（杉並）加藤毅石田和久依田高明 手塚登士雄

茅原占三篠原國雄野崎朋子江藤昌美木村護郎ク リストフ藤原作弥 田村正篤

篠原淳子 小関光二高橋守男金成敬子藤原敏子小出公司広田彰夫及川淳子

木村美智子島隆三郎鈴木幸子小坂井和夫樋口貴毅佐藤千栄子矢吹晋千島寛

高橋健男光川澄子十時哲哉加藤文子鈴木春夫中澤道保杉田春恵慈氏周豊

藤村光子名取敬和望月信隆芳賀英吾阿石定子 小林浮子木戸冨美江寺本康俊

久保和男町田忠昭 田中正昭大浜敏夫松本莉恵末広一郎初岡昌一郎丹野雅子

加藤まり子掛谷敏男松村満美子樗澤仁山内るり 近藤耀子藤井盛 小池イヨ子

乃村晃 さいたま市大宮日中友好協会鳥島せい子姫田光義矢野光雄柳瀬恒範

牧野八郎新谷陽子岩間孝夫矢島敬二芹澤昇雄 山川梅子貞平浩黒岩滴喜

西嶋拓郎高嶋正文千田優子富田恵子野田邦雄 内山則男藤勝徳 山口直樹

毛利孝雄 田篭千代吉永沢利一郎阿部則司大里浩秋妹尾富澄志橋本聰川北至

田平正子宮城恭子村田吉陸永山峰子野中酉夫栗原彬 J::西隆全甲斐国三郎

佐々木啓之横井幸夫 田中佐二郎 中井詔太郎 土川克広湯本信幸名取敬和

岡本洋子 中島茂

書籍案内を兼ねた編集後記 大類善啓

『演洲分村移民を拒否した村長佐々木忠綱の生き方と信念』大日向悦夫著



― 128 ―

地と言われるものが中国人たちを追い出したものであること。そして「日本人が中国人を

見下ろしている」現実だった。 
 妻てるは、「あまり分村が気がすすまないならやめたほうがいい」と言い、また「自分の

身内を送れない所へは、他人を送れないじゃないですか」と夫を勇気づけたようだ。とも

あれ、知られることが少なかった男の姿を正面から見据えた高著である。 
（発行：信濃毎日新聞社、電話 026－236－3377 FAX026- 236-3096） 

 『あれから七十三年 十五人の戦後引揚体験記 旧滿洲七話、朝鮮半島七話、台湾一話 
｛編纂｝引揚げ港・博多を考える集い ｛監修｝堀田広治 

本誌の読者なら滿洲引揚体験記は何篇か読まれた方が多いだろう。本書では一話しかな

いが台湾からの引揚体験を紹介しよう。秋吉任子さんは、台北一中の英語教師として昭和

13（1938）年３月赴任した父とともに台湾の台北に移住した。幼少時は、「欲シガリマセン、

勝ツマデハ！」とか「デマニ乗リ、デマヲトバセバ君モ敵！」などというスローガンを毎

日言わされていたという。 
 日本の敗戦を境に台北の町の様子が一変した。秋吉さんは、国民学校へ集団登下校の途

中、物陰から礫が飛んでくるのだ。時には「ニッポンコロ！」と小さく叫ぶ子どもの声が

した。「戦時中＜チャンコロ！＞という中国人に対する蔑称があり、私は両親に注意されて

いて使ったことがなかったが、この一言と礫の多さに、恨まれていることを子ども心に感

じた」と記している。 
 台湾からの引揚げは、大陸に比して被害が少なく、台湾の植民地政策が良かったのだと

いうふうに解釈されてきたように思えるが、やはり現地の人々を見下ろし、台湾の人々も

日本を快く見ていたわけではない、ということがよくわかる。他に 14 編の引揚記があり、

それぞれひとり一人のドラマが語られていて庶民の戦争体験として読み応えがある。 
（発行：図書出版のぶ工房 810－0033 福岡市中央区小笹 1－15－10－301 

 電話 092－531－6353 郵便振替 01710－7－43028） 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
本会の事務局がある一般社団法人日中科学技術センターが創立して 40 周年を迎え、その

記念行事が 11 月 19 日に学士会館で行った。その折り、方正の総会で講演をいただいた姫

田光義さん、また寄稿していただいた大門高子さんたちの「再生の大地」合唱団の歌声を

参加者に聴いていただいたが、「感動した」という声が寄せられ、お呼びした私も嬉しかっ

た。この記念行事のためもあり多忙を極めていたが、なんとか 27 号を発行できた。原稿の

最終チェックでは、方正の総会で司会を務める森一彦さんを二日間煩わした。今号も力作

揃いではないかと思っている。寄稿していただいた方々には改めて御礼を申し上げたい。

旧満州からの引揚げ者は益々減ってきている状況である。今後も更に原稿をお寄せいただ

きたい。書くのは苦手だという方、編集部宛てに手紙を書く要領で送ってほしい。 
≪表紙写真撮影：大類善啓≫ 

『星火方正～燎原の火は方正から～』（第 27 号）2018 年 12 月 16 日発行 
発行：方正友好交流の会 編集人：大類善啓 Email：ohrui@jcst.or.jp 
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(社)日中科学技術文化センター内 電話：03－3295－0411 FAX：03－3295－0400 

郵便振替口座番号 00130－5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

『あれから七十三年 十五人の戦後引揚体験記 旧満洲七話、朝鮮半島七話、台湾一話

｛編纂｝引揚げ港。博多を考える集い ｛監修｝堀田広治

<表紙写真撮影：大類善啓>

『星火方正～燎原の火は方正から～』（第 27号） 2([])18年 12月 16日発行

発行：方正友好交流の会編集人：大類善啓 3mail: ohru過icsも。i(])]r'罪

〒1([])1-([])([])52 東京都千代田区神田小川町3-6 日本分譲住宅会館 4F

（社）日中科学技術文化センター内 電話： ([])3-32:95-([])411 lF.瓦E: ([])3-32:95-([])4([])([]) 

郵便振替口座番号 ([])([])13([])-5-426643 加入者名 方正友好交流の会




